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日本語AIの壁  -  なぜ海外のAI電話サービスは日本で通用しないのか

カテゴリー：業界動向・最新情報

Zoom、Asana、HubSpot -  世界を席巻した海外SaaSが、日本市場では苦戦しています。

Zoomは日本でTeamsや国内競合にシェアを奪われ、AsanaはUIの不適合でシェア䐵%未満に低迷、HubSpotは
解約率15%と高価格が障壁になっています。Salesforceのように現地化に成功した例は、むしろ希少です。

「優れたプロダクトなら世界中で売れる」 -  この前提が、日本市場では必ずしも成り立ちません。

特に音声AI -  つまり「電話で人間と会話するAI」の領域では、この壁はさらに高くなります。本記事では、な
ぜ海外のAI電話サービスが日本で通用しにくいのか、その技術的・文化的な要因を解説します。

壁①：日本語の「精度」問題  -  10ポイントの差が致命的

「国産AI vs 海外AI」の記事で詳しく比較しましたが、日本語の音声認識精度には国産エンジンと海外エンジン
の間に明確な差があります。

医療分野の検証では、日本語特化エンジンが認識精度97.33%を記録したのに対し、海外の汎用モデルは84〜8
7%。約10ポイントの差です。

しかし、音声AIの文脈ではこの差はさらに深刻になります。なぜなら、電話は「テキスト入力」と違ってやり
直しがきかないからです。

テキストチャットなら、AIが誤解しても「違います、こういう意味です」と訂正できます。しかし電話では、
AIが一度聞き間違えると、そのまま的外れな応答を返します。相手は「このAI、話が通じない」と判断し、電
話を切ります。

実際の報告でも、生成AIが日本語で人名を誤認識するケースが問題視されています。例えば「境さん」という
名前の混同や、為替情報の誤変換など。営業電話で相手の名前を間違えれば、その時点で信頼は失われます。

壁②：敬語という「見えないプロトコル」
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日本語の最大の特殊性は、敬語が単なる「丁寧な言い方」ではなく、相手との関係性を調節する社会的プロト
コルであるということです。

「ご検討いただけますでしょうか」と「検討してもらえますか」。意味は同じですが、ビジネスの文脈ではま
ったく異なるシグナルを送ります。前者は距離を保った正式な依頼。後者はカジュアルすぎて、初対面のビジ
ネス相手には不適切です。

さらに厄介なことに、敬語のレベルは会話の進行とともに動的に変化します。初回コンタクトでは最高レベル
の敬語を使い、関係が深まるにつれて少しずつ崩していく。この「距離を詰めたいのか、保ちたいのか」とい
うニュアンスを、AIが正確に汲み取り、適切な敬語レベルで応答する -  これは、英語圏で開発されたAIにとっ
て極めて高い壁です。

そして、この壁はコストにも影響します。日本語の敬語表現は常体（タメ口）に比べてトークン数が多くなる
ため、LLMのAPIコストが高くなるという日本特有の課題も議論されています。

壁③：「前例主義」と「階層型意思決定」

技術的な壁に加えて、日本企業特有の文化的な壁も存在します。

日本の企業文化には、前例主義とリスク回避の傾向が強くあります。「他社はどうしていますか？」「実績は
ありますか？」 -  AI導入の検討段階で必ず聞かれる質問です。

海外のAIサービスは、しばしば「最先端の機能」を前面に押し出します。しかし日本企業が求めているのは、
「安全に、確実に、既存の業務に組み込めるか」です。

また、日本の階層型組織構造は、海外製UIとの相性が悪い場合があります。海外SaaSの多くはフラットな組織
を前提に設計されていますが、日本企業では「承認フロー」「稟議プロセス」「部門間調整」が不可欠です。

これらの文化的要因が、海外AIサービスの日本市場での苦戦に拍車をかけています。

壁④：「検証性」と「責任」の問題

2026年の技術的課題として、AIの出力に対する「検証性・再現性」の限界が指摘されています。

営業電話で、AIが相手に約束をした。しかし、その約束が自社のポリシーに反していた。責任は誰にあるのか
？ -  AIを開発した企業か、AIを利用した企業か、AIそのものか。
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特に法的・倫理的な責任を伴う業務では、「人間介在（Human-in-the-loop）」の設計が不可欠です。AIが自
律的に行動する範囲と、人間が最終判断を下す範囲の境界線を明確にする必要があります。

（AI倫理と営業自動化の境界線については「AIに営業を任せて大丈夫？」で詳しく解説しています）

壁を超えるための設計思想  -  Leadsiaのアプローチ

これらの壁を前提として、Leadsiaは「日本市場専用の音声AIインテリジェンス」を設計しています。

精度の壁への回答：ハイブリッド技術基盤

日本語の音声認識には国産技術の強みを活かし、会話の頭脳にはAnthropicのClaude（海外LLM）を採用し、
音声合成には最新の海外技術を活用する。各要素で最適な技術を選び、一つのプラットフォーム上で統合する
ハイブリッド戦略です。

「全部海外」で精度を犠牲にすることも、「全部国産」で性能を妥協することもしない。

敬語の壁への回答：Claudeの文脈理解力

Claudeは日本語のビジネス敬語を高いレベルで理解し、適切な敬語レベルで応答を生成します。さらに、ALIC
Eのシステムプロンプトには日本のビジネスコミュニケーション文化に最適化された対話設計が組み込まれて
います。

営業経験20年のノウハウをプロンプト設計に反映し、心理テクニック（ミラーリング、損失回避、ドア・イン
・ザ・フェイス等）を組み込んだ会話フローを実現しています。

文化の壁への回答：ゼロタッチ設計

「研修が必要」「専門知識が必要」「カスタマイズに数週間」 -  これらはすべて、日本企業のAI導入を遅らせ
る文化的摩擦です。

ALICEは導入最短䐷分、研修不要、スクリプト自動生成。「ゼロタッチ運用」の設計思想により、前例主義やリ
スク回避の文化の中でも、最小限の摩擦で導入できる設計です。
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料金もサイト上で公開（月額29,800円〜）。「見積もりを取るために営業と話す」という日本企業の稟議プロ
セスの障壁を、プロダクト設計で解消しています。

まとめ：「日本語の壁」は、正しく理解すれば超えられる

海外のAI技術は強力です。しかし、それをそのまま日本に持ち込んでも機能しない。

日本語の精度問題、敬語という社会的プロトコル、前例主義とリスク回避の企業文化、検証性と責任の問題 -  
これらの「壁」は、日本市場に特有の構造的な課題です。

しかし、壁を正しく理解すれば、超える方法は設計できます。

国産と海外の技術を要素ごとに最適に組み合わせるハイブリッド戦略。日本のビジネス文化を理解したAIの対
話設計。導入摩擦を限りなくゼロにするゼロタッチ運用。 -  これらは「壁の存在を無視する」のではなく、「
壁を理解した上で設計に織り込む」アプローチです。

日本語AIの壁は、正しい設計思想で超えられる。そして、その壁の存在こそが、日本市場で本当に使える音声
AIインテリジェンスの参入障壁にもなっています。

関連記事
• 国産AI vs 海外AI｜日本企業が選ぶべき音声AI技術の基準
• AI営業電話の品質を決める䐷つの要素｜なぜ人間レベルの対話が可能なのか
• 音声AIインテリジェンス技術とは？従来の音声システムとの決定的な違い

Leadsiaは、AI営業インテリジェンス「ALICE」、AI音声インテリジェンス「SOPHIA」、AI業務インテリジェン
ス「LYDIA」を通じて、日本のB2B企業の営業DXを支援するセールステックSaaS企業です。各AIエージェント
の頭脳にはAnthropicのClaudeを採用し、Constitutional AI（憲法AI）に裏打ちされた安全性と会話品質を両立
した営業自動化を実現しています。

詳しくは[Leadsia公式サイト]をご覧ください。
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